
HP からもご覧

いただけ ます

橋本市立城山小学校 令和７年１月２１日発行 校長室から

令和７年１月８日（水）２学期後半が始まりました。冬休み中、しっかり充電できたようで、みんなやる気いっ

ぱいです。子ども達の笑顔を見ると、私たちも元気なります。さあ、頑張るぞという気持ちで始まりました。

１月は「行く」２月は「逃げる」３月は「去る」と言われ、冬休みが明けると、学年末まであっと言う間に過ぎ

てしまいます。縄跳び大会や新入生の体験・感謝のつどい等、行事も目白押しです。１日１日を大

切にし、全ての行事に全力で取り組み、大きな力を身につけてほしいと思います。そして、自信をも

って卒業式・修了式を迎えてほしいと思っています。教職員一同、子ども達の成長のため尽力いた

します。保護者の皆様・地域の方々、子ども達の頑張りに、どうか応援をよろしくお願いいたします。

阪神淡路大震災から３０年が過ぎた、令和７年１月１７日（金）に給食の放送の時間を使って、命を守るこ

とについて話をしました。３０年も前の悲惨な被害があった震災のことをどうして報道するのか、子ども達に考

えてもらいました。他にも、日本には忘れてはならない日があります。９月１日・８月６日９日１５日・３月１１日

そして、昨年の能登で震災があった１月１日。全て自然災害や戦争で多くの人々の命が奪われた日です。

これらの日を忘れてはならないのは、この時亡くなった人たちの分まで精一杯生きていかなければならないこ

とと二度と同じ過ちを犯さないためです。戦争は人間が起こすことなので、防ぐ方法はあります。しかし、自然

災害はいつ起こるかわからないからこそ、普段からの備えが大切であることを学んだからです。

もう一つ、自分の命だけでなく、家族や友達・地域の方々など、すべての人たちの命も大切にしな

ければならないことを教えてくれたからです。一緒に避難することで多くの命を救うことができます。

また、阪神淡路大震災はボランティア元年とも言われています。多くの方が、被災地へ行って、被害

に遭われた方への支援を行ってくれていました。そして、絆という言葉もたくさん聞かれました。人と

人とのつながりを強めることが、命を守ることなのです。

こうやって学んだことを基に、これから城山小学校では、自分の命はもちろん家族や友達・地域の方々の命

を大切にしていくことを誓います。

本校では、４年生以上の １月２２日（水）の校内縄跳び大会

子ども達が、７つの委員会に分かれて、学校やみん に向けて、みんなが少しでも記録を伸ばすことができ

なのために当番や仕事をしてくれています。毎日の当 るようにと、個人種目のコツを書いて

番活動を頑張ってくれている委員会とみんなが楽し くれ ま した 。 わか りやすい文章なの

るめよう工夫してくれている委員会があります。今回 で、低学年もしっかり読んで、その通

は、給食・体育・保健の３つの委員会の活動を紹介し りに練習していました。本番、記録更

ます。 新できるといいですね。

食器などの片付けがなかなかきち インフルエンザが猛威を振るってい

んとできない時期があって 、委員 ます。そこで、保健委員会では、手洗

会でどうすればよいか考え、できた いうがいの励行や換気を呼びかけてく

学級にシールを貼り、たくさん集め れました。残り少ない日々、病気で休ま

た学級に賞状を渡すようにしてくれ な く て い い よ

ました。おかげできちんと片付けが う 、 健 康 管 理

できるようになりました。 をしっかりしてください。栄養

と休息も大事です。


